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英語を使って、教材を探してみたら、 
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１ きっかけ 

 バカロレアの問題について興味を持ったので、インターネットで調べてみた。（詳しくは

第 97 回数実研のレポート参照）そして、社会現象や自然現象に関連づけた問題が多いこと

が分かった。普段、そのようなネタを日本語のサイトで探して、なかなか見つからない経

験をしていたが、英語で調べると結構見つかるのではないかと考え、実際に探してみるこ

とにした。 

 

２ たとえば 2 次関数 

 日本語の教科書や問題集、参考書にある問題のパターンは、自分の記憶にあるものでは

「垂直投げ上げ運動」「周囲の長さが一定の長方形の面積」「設定単価と売り上げの関係」

だった。それ以外のネタを見つけることを目標に調べてみることにした。 

早速、キーワードを英訳して、Google で「quadratic function real life」と検索してみた。 

 

すると、見事にたくさんのサイトが見つかった。そして、さらっと見てみると、上記以外

のネタが見つかった。次のページで紹介する。 
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①①①①    MATH is FUNMATH is FUNMATH is FUNMATH is FUN    

http://www.mathsisfun.com/ 

 

訳 

時速２ｋｍの流れがある川で１５ｋｍ

上流まで、ボートで往復する。3 時間で

帰ってくるには、時速何 km で進めばよ

いか。 

 

 

 

 

②②②②    The Monterey InstituteThe Monterey InstituteThe Monterey InstituteThe Monterey Institute    

http://www.montereyinstitute.org/ 

 

訳 

スタジアムのフィールドの人工芝は平らに

見えるが、実は雨水を外に出すために放物

線型をしている。もし、フィールドの横方

向の断面について、x を左端からの距離、y

をフィールドの高さとするとし、その関係

を 5.1)80(000234.0 2 +−−= xy とモデリング

できるとするとき、フィールドの幅を求め

よ。 

 

それ以外にも、放物線に関するYOUTUBEの動画や、知恵袋系のサイトにおける質問や回答が見つかった。 

 

３ おわりに 

 身近な現象に関連付ける話題はこれからたくさん必要になってくると思われる。そのネタは、海外に

たくさんあることは明らかである。待っていれば、誰かが見つけて日本語にして紹介してくれるとは思

うが、自分で探してみるのもなかなか面白いのではないだろうか。 


